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 〈演奏〉 Brahms  op.91 2wei Gesänge、Gestillte Sehnsucht、Geistliches 
Wiegenlied 
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歌曲作品の中で唯一オブリガート楽器を伴う作品であることで異彩を放っている。そのため別途考察を行い、
作品に見られる「アルトらしさ」を含めて検証する。 
これらを総合的に考察し、「低声のため」の歌曲における音楽的特徴と、ブラームスが低声の音色に求めた
役割を明らかにする。その一面を提示することは、ブラームス歌曲演奏の際、特に低声歌手にとって意義が
あると考える。 
 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
「ヨハネス・ブラームスの『低声のため』の歌曲における一考察 ―その音楽的特徴と低声に求められる
役割― 」と題された本論文は、申請者自身の声域であるアルト歌手の視点から、第一章でドイツ民謡、詩
人の選択、歌曲集としてのまとまり、器楽作品とのつながりなどを探りブラームス歌曲の概要を述べ、第二
章ではブラームスに影響を与えた重要な女性歌手たちに演奏者としての深い関心と共感を寄せる。 
第三章ではさらに低声のために作曲された3つの歌曲集と「アルトとヴィオラの為の2つの歌 作品91」の楽
曲分析を軸に、「低声のため」の歌曲の独自性や表現方法、アルト歌手としての役割を追求した。 
申請者は本研究を通し、ブラームスの音楽の持つ内面性や深淵を、低声の音色や表情でどのように表現す
べきかを提案、丁寧な分析を極めて読みやすい文体で示している。 
声楽家の視点からの実践的な研究として高く評価できる。 
 
学位演奏は「Terese」をはじめとするブラームスの作品を8曲、リスト3曲、ブラームスのアルトとヴィオ
ラの2曲、最後にシェーンベルク6曲を演奏した。 
ブラームスは端正に格調高く、リストは華やかにおおらかに、シェーンベルクは旋律と詩が一体となって
語られた。 
いずれも安定したテクニックを基に、恵まれた豊かな温かい声でのびやかに演奏された。高いレベルの演
奏として評価できる。 
論文、演奏ともに博士学位授与にふさわしいと判断する。 
